
新卒看護職員の医療事故及びヒヤリ・ハット事例   

 

◇医療事故情報収集等事業 第 4 回報告書（日本医療機能評価機構）より抜粋 

【医療事故情報収集・分析・提供事業】 

対象医療機関・・・283 施設（平成 17 年 12 月現在） 

国立高度専門医療センター及び国立ハンセン病療養所 

独立行政法人国立病院機構の開設する病院 

学校教育法に基づく大学の付属施設である病院（病院分院を除く） 

特定機能病院 

 

表１ 医療事故の概要（平成 17 年 1 月 1 日～12 月 31 日） 

事故の概要 件数 ％ 死亡 障害残存（高）

指示出し 6 0.5 0 1

薬剤 57 5.1 5 5

輸血 6 0.5 0 1

治療処置 336 30.2 48 52

医療用具等 142 12.7 11 19

医療機器 42 3.8 7 9

ドレーン、チューブ類 98 8.8 4 10

 

歯科医療用具 2 0.2 0 0

検査 55 4.9 8 8

療養上の世話 256 23.0 18 39

その他 208 18.7 50 28

未選択 48 4.3 3 6

合 計 1,114 100.0 143 159

 

表２ 当事者の職種（複数回答あり）                 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  表２,3 は 10 月 1 日～12 月 31 日の 3 ヶ月間に   

おける 275 件の集計 

当事者の職種 件 数 

医師 209 

歯科医師 4 

助産師 3 

看護師 169 

准看護師 2 

看護助手 3 

薬剤師 2 

臨床工学技士 0 

診療放射線技師 1 

臨床検査技師 1 

理学療法士 2 

作業療法士 0 

衛生検査技師 0 

歯科衛生士 0 

その他 10 

未選択 25 

合  計 431 

経験年数 看護師数 

0 年 43 

１年 40 

2 年 23 

3 年 12 

4 年 10 

5 年 11 

6 年 1 

7 年 1 

8 年 3 

9 年 2 

10 年 1 

11～20 年 1 

21～30 年 0 

30 年超 0 

未選択 21 

合 計 169 

40.37%

表３ 当事者（看護師）経験

38.5％ 

５（４）



【ヒヤリ・ハット事例収集・分析・提供事業】 

対象医療機関・・・249 施設（平成 17 年 8 月現在） 

収集期間・・・平成 17 年 1 月 1 日～平成 17 年６月 3０日 

報告件数・・・90,990 件 

 

表４ ヒヤリ・ハットが発生した場面（上位 5 位まで） 

発生場面 件数 （％） 

処方・与薬 42,179 26.6 

ドレーン・チューブ類の使用・管理 14,704 16.2 

その他の療養生活の場面 11,743 12.9 

療養上の世話 9,534 10.5 

検査 7,005 7.7 

 
 
表 5 当事者の職種（複数回答あり）                 

表６ 当事者（全職種）経験

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

当事者の職種 件 数 経験年数 人 数 

医師 4,113 

歯科医師 45 

助産師 1,060 

看護師 73,069 

准看護師 1,433 

看護助手 604 

薬剤師 3,343 

臨床工学技士 258 

診療放射線技師 1,458 

臨床検査技師 1,469 

理学療法士 395 

作業療法士 150 

衛生検査技師 17 

歯科衛生士 11 

その他 4,153 

未選択 1,806 

合  計 93,384 

0 年 10,955 

１年 8,973 29.9% 
2 年 7,300 

75,56件
3 年 6,310 

83.0% 
4 年 5,032 

5 年 4,264 

6 年 3,493 

7 年 3,173 

8 年 2,563 

9 年 2,277 

10 年 2,559 

11～20 年 12,891 

21～30 年 6,882 

30 年超 1,326 

当事者複数 3,316 

年数不明 9,676 

合 計 90,990 


